Rhetorical Technique of Bai Juyi 白居易 in his Xiao tao ti shi shi liu shou 「效陶潛體詩十六首」 by 埋田 重夫
1〔一〕　
序
　
唐
朝
最
大
の
作
品
量
を
誇
る﹃
白
氏
文
集
﹄
の
な
か
に
は、
屈
原・
陶
淵
明・
謝
靈
運・
謝
脁・
孟
浩
然・
王
維・
杜
甫・
韋
應
物⋮⋮などへの言及が複數ある。白居易は時代を同じくする中唐の文友詩敵だけでなく、先行する多數の文學者からも強い影響を受け、自らの詩才を錬成し、獨自の個性を開花していったと判斷される。まさに傳統の繼承であり、新境の開拓である
︵
?
︶。本稿では、白居易が生涯に渉って敬慕私
淑した六朝の陶淵明を取り上げ、主に修辭技法の側面からその影響關係を考えてみたい。作者がいかなるものを述べる
の
か
で
は
な
く、
ど
の
よ
う
に
し
て
説
く
の
か
を
最
優
先
さ
せ、
陶
白
兩
詩
に
お
け
る
修
辭
技
法
の
諸
相︱
︱
多
寡
異
同︱
︱
を
重
點
的に分析したい。そして最終的には、詩人白居易にとって
の陶淵明文學の意義について、確認できた幾つかの結論を示せればと思う。
〔二〕　
先行文獻の指摘
　
陶淵明は、東晉から劉宋へと王朝が交替していく激動の
時代に生きた文人であり、白居易もまた、安史の
大亂以後
の政治變革期に臺頭してきた士大夫であっ 。兩者 文學に
は、
﹁
日
常
生
活
の
詩
材
化
﹂﹁
兼
濟
と
獨
善
を
巡
る
葛
藤
﹂﹁
飮
酒酣醉への志向﹂
﹁死生に對する強い拘泥﹂
﹁自傳的作品の
創作﹂
﹁語りや問答體の手法﹂
⋮⋮など多くの共通項が認め
られる。從前よりこの二人の作家に關しては いわゆる詩人
比
較
︵
優
劣
︶
論
の
立
場
か
ら
樣
々
な
檢
討
が
な
さ
れ
て
き
た。
日本で出版された學術著書を刊行順に擧げれば、ⓐ小守郁子﹃
白
樂
天
と
陶
淵
明
﹄
︵
丸
善
名
古
屋
出
版
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー、
一
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九
八
九
年
八
月
︶、
ⓑ
松
浦
友
久﹃
陶
淵
明・
白
居
易
論︱
︱
抒
情
と
説
理
﹄︹
著
作
選
Ⅱ
︺
︵
研
文
出
版、
二
?
?
四
年
六
月
︶、
ⓒ
下
定
雅
弘﹃
陶
淵
明
と
白
樂
天︱
︱
生
き
る
喜
び
を
う
た
い
續
け
た
詩
人
﹄
︵
角
川
學
藝
出
版、
二
?
十
二
年
六
月
︶
と
な
ろ
う。
三
者
が
主
張
す
る
内容は相互に異なっているが、それらの論點を以下に要約して紹介してみたい。　
先ずⓐは、白樂天の生活と思想と文學に一貫しているも
のは即自的な肯定精神であり、それは否定精神の缺如に他ならないと斷定する。そして彼の精神や宗教は廣汎であるが、それらは求道的な遍歴でも個性的な統合でもなく、精神的な土着性は極めて稀薄であると く これに對して陶淵
明
の
文
學
の
特
徴
は、
樣
々
な
矛
盾
葛
藤
の
表
白
と
凝
視
に
あ
り、それら表層の矛盾を内面において連關づけ、個人と社會、
老
莊
と
儒
教
と
を
統
一
す
る
理
念
で
あ
る﹁
眞
﹂
の
定
立
に
あったと推察する。また の詩作傾向について、白詩は色彩
語
に
富
み、
直
喩
的
で
あ
り、
即
物
客
觀
的
で
あ
る
の
に
對
し、
陶詩は色彩語に乏しく、隱喩的であり、自己客觀的と指摘している。　
次のⓑでは、
陶淵明と白居易をそれぞれ﹁不羈﹂と﹁適﹂
の
詩
人
と
位
置
づ
け、
陶
白
詩
に
共
通
す
る
説
理
的
抒
情
效
果
︵
知
的
に
統
御
さ
れ
た
持
續
的
情
念
︶
の
諸
相
が
精
査
さ
れ
る。
儒
家
思
想
のなかの對他理念の表白である諷諭的説理性、儒佛道三教内
の
對
自
理
念
の
表
出
た
る
閑
適
的
説
理
性︱
︱
獨
善・
解
脱・
自
足︱
︱
の
分
野
を
考
察
對
象
に
設
定
し、
白
氏
に
と
っ
て
の
陶
詩
的
説理の繼承は、明らかに後者であると歸納する。さらにまたこの對自的な閑適説理の領域においても、陶白詩の間には見逃し難い差異があるとして、閑境を實感しつつも適境を
實
感
で
き
な
い
陶
淵
明、
閑
境
と
適
境
は
も
と
よ
り
官
適・
忙
適・病適・悼適の境地さえも主體的に實感し得る白居易という、全く異なる二つの詩人像が提示されている
︵
?
︶。
　
最後のⓒは、陶白の文學に共通する要素として、人生の
喜びを求める徹底した思
想、平易で生理的な快感をしばし
ば表現する傾向を擧げる。そして陶淵明は、生きる場の全體を官界から切り離して田園に置き、農耕生活のなかで自らの人生の充實と幸福を追求した田園詩人であると認定する。そしてこ 前提に據りつつ彼の文學の主題が、より多く官界への未練および死への畏怖と悲哀に集中 て ること
に
注
目
す
る。
他
方
白
樂
天
は、
官
僚
の
仕
事
︵
兼
濟
︶
と
公
務
を
離
れ
た
私
的
な
時
空
︵
獨
善
︶
が
截
然
と
分
か
れ
て
お
り、
特
に
獨
善
閑
適
の
場
に
お
け
る
幸
福
の
種
目
︵
item
︶
を
爆
發
的
に
増
や
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し、それら全てを文學の對象にしていたことを述べる。そして最後に白樂天こそは陶淵明の直系の後繼者であると説いている。　
肯定と否定、共通と異質、詩材と詠法、文學史的位置づ
けなどの諸點において、前述の著作は三者三樣の切り口や見解を示していて興味深い。詩人たる白居易は、陶淵明から何を繼承し、何を捨象 たのか。そしてこのことは中國詩人論として如何なる意味を持つ これらの視座を念頭
に
置
き
な
が
ら、
次
節
で
は
白
居
易
自
身
の
陶
淵
明
觀
に
つ
い
て、さらに詳しく考えてみた 。
〔三〕　
白居易が言及する陶淵明
　
白居易が陶淵明 言及する詩篇は、全部で五十七首に及
ぶ。
さ
ら
に
そ
れ
ら
は、
部
分
的
な
素
材
で
詠
う
も
の
︵
四
十
首
︶
と
一
首
全
體
の
題
材
に
す
る
も
の
︵
十
七
首
︶
に
大
別
で
き
る︵?
︶。
傳
記
に
照
ら
し
て
考
え
た
場
合、
初
出
は
三
十
六
歳
に
制
作
さ
れ
た
﹁官舍小亭閑望
︵
?
︶﹂︹
0187︺であり、最終は七十一歳から七十四
歳
に
か
け
て
の
作
と
考
え
ら
れ
る﹁
閑
居
貧
活︵?
︶﹂︹
3643︺
で
あ
る。
既に詩題が示す如く、ともに閑適の境地を主題に ていることが注意される。そして詠われた場所についても、長安
︵
八
首
︶
盩厔
︵
一
首
︶
下
邽
︵
十
八
首
︶
江
州
︵
四
首
︶
忠
州
︵
一
首
︶
杭
州
︵
一
首
︶
蘇
州
︵
一
首
︶
洛
陽
︵
二
十
三
首
︶
と
な
っ
て
お
り、
渭村下邽と洛陽履道里に丁憂・退休していた時期に集中して
い
る
こ
と
も
見
過
ご
せ
な
い。
特
に
自
ら
吏
隱︱
︱
中
隱︵?
︶︱
︱
を
實踐していた六十歳前後から、陶淵明への言及數が急激に増
加
し
て
い
る
點
が
留
意
さ
れ
よ
う。
白
居
易
に
と
っ
て
陶
淵
明
は、
制
科
及
第
後
の
盩厔
縣
尉
︵
三
十
代
︶
か
ら
最
晩
年
の
刑
部
尚
書
致
仕
︵
七
十
代
︶
に
到
る
ま
で、
そ
の
生
涯
を
通
し
て
始
終
意
識
される人物だったのである。この事實を反映して、用いる呼
稱
も
陶・
陶
潛・
陶
公・
陶
令・
淵
明・
元
亮・
彭
澤・
陶
淵
明・
陶
元
亮・
陶
彭
澤・
陶
徴
君・
陶
靖
節・
靖
節
先
生・
彭
澤
令
⋮⋮
と
多
岐
に
亙
っ
て
い
る。
そ
れ
ら
各
詩
の
内
容
に
つ
い
て、
項目別に整理すれば、お
およそ以下のようになる。
〔Ａ〕 飮
酒
を
詠
う
作
品
︵﹁
效
陶
潛
體
詩
十
六
首
﹂︹
0213～
0228︺﹁
春
眠
﹂
︹
0233︺﹁
潯
陽
秋
懷
、
贈
許
明
府
﹂︹
1072︺﹁
早
春
西
湖
閑
遊
、
悵
然
興
懷
、
憶
與
微
之同
賞
。
因
思
在
越
官
重
事
殷
、
鏡
湖
之遊
、
或
恐
未
暇
、
偶
成
十
八
韻
寄
微
之
﹂︹
2326︺﹁
詠
家
醞
十
韻
﹂︹
2673︺﹁
首
夏
﹂︹
2963︺﹁
春
寒
﹂︹
3013︺﹁
將
歸
渭
村
、
先
寄
舍
弟
﹂︹
3230︺﹁
老
來
生
計
﹂︹
3248︺﹁
書
事
詠
懷
﹂︹
3401︺﹁
閏
九
月
九
日
獨
飮
﹂︹
3557︺﹁
閑
居
貧
活
﹂︹
3643︺︶。
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〔Ｂ〕 住
居
を
詠
う
作
品
︵﹁
訪
陶
公
舊
宅
并
序
﹂︹
0278︺﹁
尋
李
道
士
山
居、
兼
呈
元
明
府
﹂︹
0951︺﹁
寄
皇
甫
七
﹂?
2409︺﹁
楊
柳
枝
詞
八
首
其
二
﹂
︹
3139︺﹁
小
宅
﹂︹
3220︺﹁
自
題
小
草
亭
﹂︹
3236︺﹁
和
裴
令
公
南
莊
一
絶
﹂
︹
3317︺﹁春日閑居三首其一﹂
︹
3511︺︶。
〔Ｃ〕 文
學
を
詠
う
作
品
︵﹁
官
舍
小
亭
閑
望
﹂︹
0187︺﹁
自
吟
拙
什、
因
有
所
懷
﹂︹
0256︺﹁
酬
呉
七
見
寄
﹂︹
0267︺﹁
題
潯
陽
樓
﹂︹
0277︺﹁
讀
鄧
魴
詩﹂
︹
0448︺﹁哭王質夫﹂
︹
0547︺﹁和錢員外早冬翫禁中新菊﹂
︹
0749︺
﹁
閑
吟
二
首
其
一
﹂︹
2833︺﹁
北
窗
三
友
﹂︹
2985︺﹁
哭
崔
二
十
四
常
侍
﹂
︹
3170︺︶。
〔Ｄ〕 貧窮を詠う作品
︵﹁贈内詩﹂
︹
0032︺︶。
〔Ｅ〕 無
絃
琴
を
踏
ま
え
る
作
品
︵﹁
新
昌
新
居
書
事
四
十
韻、
因
寄
元
郎
中・
張
博
士
﹂︹
1259︺﹁
履
道
春
居
﹂︹
2563︺﹁
夜
凉
﹂︹
3464︺﹁
喜
老
自
嘲﹂
︹
3651︺︶。
〔Ｆ〕 歸
去
來
兮
辭
を
踏
ま
え
る
作
品︵?
︶︵﹁
勸
酒
﹂︹
2239︺﹁
引
泉
﹂︹
2279︺
﹁酬別周從事二首其一﹂
︹
2490︺﹁不能忘情吟并序﹂
︹
3610︺︶。
〔Ｇ〕 陶
淵
明
に
自
分
を
擬
す
作
品
︵﹁
九
月
八
日、
詶
皇
甫
十
見
贈
﹂
︹
3382︺﹁醉中得上都親友書、以豫停俸多時、憂問貧乏。偶乘酒
興、詠而報之﹂
︹
3587︺︶。
　
飮酒を取り上げる
〔Ａ〕では、最も古い傳記資料である劉宋
顏
延
之﹁
陶
徴
之
誄
并
序
﹂、
梁
沈
約﹃
宋
書
﹄
卷
九
十
三
隱
逸
陶
潛、
梁
蕭
統﹁
陶
淵
明
傳
﹂﹁
陶
淵
明
集
序
﹂
な
ど
の
典
故
を
踏
ま
え、
﹁
行
攜
漉
酒
巾
﹂
︵﹁
早
春
西
湖
閑
遊
⋮⋮﹂
︶﹁
撇篘
何
假
漉
陶
巾
﹂
︵﹁
詠
家
醞
十
韻
﹂︶﹁
陶
令
有
田
唯
種
秫
﹂
︵﹁
老
來
生
計
﹂︶
と
詠
出
さ
れ
て
い
る。
そ
し
て﹁
守
拙
﹂﹁
固
窮
﹂
故
に
好
き
な
酒
も
十
分
に
飮
めなかった陶淵明を、白居易自身のゆとりある閑適生活と對
比
し
て、
﹁
酒
足
愧
淵
明
﹂
︵﹁
首
夏
﹂︶﹁
靖
節
先
生
樽
長
空
﹂
︵﹁
春
寒
﹂︶﹁
酒
足
勝
陶
潛
﹂
︵﹁
書
事
詠
懷
﹂︶
と
描
寫
す
る。
自
ら
酒
を
釀
し飮み詠うという營爲は、白居易が陶淵明から直に繼承したものであった 考えられる。　
陶氏と白氏を結ぶもう一つの關鍵は、兩者ともに狹いな
がらも自らが所有する家屋や園林をこよなく愛したという事
實
で
あ
る。
先
の
〔Ｂ〕に
引
用
し
た﹁
孟
夏
愛
吾
廬︵?
︶、
陶
潛
語
不
虚
﹂
︵﹁
寄
皇
甫
七
﹂︶﹁
陶
廬
閑
自
愛
﹂
︵﹁
自
題
小
草
亭
﹂︶﹁
陶
云
愛
吾
廬、
吾
亦
愛
吾
廬
﹂
︵﹁
春
日
閑
居
三
首
其
一
﹂︶
な
ど
の
詩
句
は、
こ
の指摘の有力な證左となる。陶白の文學にあって住居および
庭
園
は、
そ
こ
に
住
ま
う
詩
人
の
身
體
や
皮
膚
の
延
長
線
上
に、
絶えず意識され捕捉される近しい對象 言わねばならない。　
と
こ
ろ
で
酒
と
家
を
扱
う
こ
れ
ら
の
詩
篇
以
上
に
肝
腎
な
の
は、
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白居易が陶淵明の詩文をどのように評價しているのかという觀點であろう。こ 意味で
〔Ｃ〕の各詩は、より重要な意義
を
持
つ
と
言
っ
て
よ
い。
陶
詩
文
を
直
接
引
用
す
る﹁
常
聞
陶
潛
語、
心
遠
地
自
偏
﹂
︵﹁
酬
呉
七
見
寄
﹂︶︹
出
典
は
飮
酒
二
十
首
其
五
︺
﹁
憶
得
陶
潛
語、
羲
皇
無
以
過
﹂
︵﹁
閑
吟
二
首
其
一
﹂︶︹
出
典
は
與
子
𠑊等疏︺には、彼の文學を熟讀愛好し、その處世のあり方までも受容肯定する姿勢が垣間見られる。單に作品を愛唱す
る
の
で
は
な
く、
﹁
節
﹂
に﹁
靖
﹂
ん
じ
て
生
き
た
人
格
に
深
く
心を寄せるのである。この點に併行してさらに注目されるのは、先代の數多い文人のなかから、特に陶淵明と韋應物を高く評價することである。根據となる作品 二首引く　
①
 ﹁
懶
病
毎
多
暇、
暇
來
何
所
爲。
未
能
抛
筆
硯、
時
作
一
篇
詩。詩成淡無味、多被衆人嗤。上怪落聲韻、下嫌拙言詞。時時自吟詠、吟罷有所思。蘇州及彭澤、與我不同時。⋮⋮﹂
︵﹁自吟拙
什、因有所懷﹂
︹
0256︺︶。
　
②
 ﹁
常
愛
陶
彭
澤、
文
思
何
高
玄。
又
怪
韋
江
州、
詩
情
亦
清
閑。⋮⋮我無二人才、孰爲來其間。因高偶成句、俯仰愧江山﹂
︵﹁題潯陽樓﹂
︹
0277︺︶。
　
同
じ
時
代
を
共
有
で
き
な
か
っ
た
憾
み
を
述
べ
る﹁
蘇
州
及
彭
澤、與我不同時﹂は、二人の文學者に對する最大級の贊辭である。そして﹁陶彭澤﹂の﹁文思高玄﹂と﹁韋江州﹂﹁詩
情
清
閑
﹂
に
言
及
す
る
こ
と
は、
文
藝
評
論
家
と
し
て
も
白
居
易が、一流の批評眼を有していたことを示唆している
︵
?
︶。淵
明
の
文
藝
思
想
の
氣
高
さ
と
奧
深
さ︱
︱﹁
文
思
高
玄
﹂︱
︱
は、
居
易が特に評價する要素であったと判斷される。　
さ
ら
に
ま
た
、
洛
陽で
大
和
八
年
︵
八三
四
︶
六
十
三
歳
︵
太
子
賓
客
分
司
︶
の
時
に
作
ら
れ
た
﹁
北
窻
三
友
﹂︹
2985︺
は
、
陶
氏
﹁
與
子
𠑊
等
疏
﹂
︵
清
陶
澍
﹃
靖
節
先
生
集︵
　︶10﹄
卷
七
︶
に
あ
る
﹁
常
言
、
五
六
月
中
、
北
窗
下
卧
、
遇
涼
風
暫
至
、
自
謂
是
羲
皇
上
人
。
意
淺
識
罕
、
謂
斯
言
可
保
﹂を
強
く
意
識
した
五言
古
體
詩
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
自
己
に
お
け
る
陶
淵
明
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
敍
述
し
て
い
る
。
　
③
 ﹁今日北窗下、
自問何所爲。欣然得三友、
三友者爲誰。
琴
罷
輒
擧
酒、
酒
罷
輒
吟
詩。
三
友
遞
相
引、
循
環
無
已
時。
一
彈
愜
中
心、
一
詠
暢
四
支。
猶
恐
中
有
間、
以
醉
彌
縫
之。
豈
獨
吾
拙
好、
古
人
多
若
斯。
嗜
詩
有
淵
明、
嗜
琴
有
啓
期。
嗜
酒
有
伯
倫、
三
人
皆
我
師。
或
乏
擔
石
儲、
或
穿
帶
索
衣。
絃
歌
復
觴
詠、
樂
道
知
所
歸。
三
師
去
已
遠、
高
風
不
可
追。
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三
友
游
甚
熟、
無
日
不
相
隨。
左
擲
白
玉
巵、
右
拂
黄
金
徽。
興
酣
不
疊
紙、
走
筆
操
狂
詞。
誰
能
持
此
詞、
爲
我
謝
親
知、
縱未以爲是、豈以我爲非。
﹂
︵﹁北窻三友﹂
︹
2985︺︶。
　
本詩では﹁琴?酒?詩﹂
﹁彈?詠?醉﹂
﹁嗜詩?嗜琴?嗜
酒﹂の如く﹁三友﹂を相互に循環させて詠い、陶淵明・榮啓期・劉伯倫を詩・琴・酒それぞれの﹁我師﹂と規定している。白居易にとって陶淵明は、專ら詩歌の先 と捉えられ
て
い
た
の
で
あ
る。
こ
う
し
た
自
覺
は、
陶
淵
明
を
題
材
化
す
る
作
品
に
あ
っ
て
な
お
一
層
著
し
い。
〔Ａ〕の﹁
效
陶
潛
體
十
六
首
﹂
︹
0213～
0228︺と
〔Ｂ〕の﹁訪陶公舊宅并序﹂
︹
0278︺は、その代表作
である。連作と單作の違いはあるが、この合計十七首の存在は、陶白詩の關係を考える上で必須不可缺 ものとなっている。
〔四〕　
陶淵明を題材にする作品
　
六
朝
梁
武
帝
の
長
子
で
あ
る
昭
明
太
子
︵
蕭
統
︶
は、
唐
以
前
の
作品を網羅する總集﹃文選﹄三十卷の編纂者として著名であ
る
が、
こ
の
詞
華
集
の
な
か
に
は
陶
淵
明
の
詩
歌
八
首
︵
卷
二
十
六・
二
十
八・
三
十
所
收
︶
が
採
録
さ
れ
て
い
る︵
　︶11。
ま
た
太
子
自
ら
が
執
筆
し
た﹁
陶
淵
明
傳
﹂﹁
陶
淵
明
集
序
﹂
は、
こ
の
文
人
の
經
歴・生活・言動及び詩文評價を生々しく傳えていて貴重である。彼は淵明と直接親交のあった顏延之と竝んで、陶淵明文學の第一發見者 言ってよいであろう。同じく梁代に現れた 藝評論家鍾嶸は、その著書﹃詩品﹄三卷のなかで淵明を＂中品＂に置き、五 詩の特色及び傾向について次のように説明している。
其源出于應璩、又協左思風力。文體省靜、殆無長語、篤意
眞
古、
辭
興
婉
愜。
毎
觀
其
文、
想
其
人
徳。
世
難
其
質
直。
至
如
懽
言
酌
春
酒︵
　︶12、
日
暮
天
無
雲︵
　︶13、
風
華
清
靡、
豈
直
爲
田
家
語邪。古今隱逸詩人之宗也。
　
詩
論
家
た
る
鍾
嶸
の
評
文
の
な
か
で、
陶
氏
の
措
辭
に
關
連
さ
せ
て、
﹁
左
思
風
力
﹂
︵
左
思
の
樣
な
強
い
生
命
力
︶﹁
文
體
省
靜
﹂︵
文
體
は
簡
潔
で
平
靜
︶﹁
殆
無
長
語
﹂
︵
殆
ど
無
駄
な
言
葉
が
な
い
︶﹁
篤
意
眞
古
﹂
︵
詩
心
は
篤
實
で
眞
正
か
つ
古
雅
︶﹁
辭
興
婉
愜
﹂
︵
詩
的
心
象
は
實
直
で
心
地
好
い
︶﹁
風
華
清
靡
﹂
︵
詩
趣
は
優
美
で
洗
練
さ
れ
て
い
る
︶
と具體的に分析していることが眼を引く。　
このような陶詩評價の流れにあって、陶淵明を題材にす
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る
詩
も
漸
次
増
え
て
く
る。
六
朝
と
唐
朝
に
限
定
し
て
み
た
場
合、
詩人は十七名、詩篇は三十八首に達している。逯欽立輯校﹃先秦漢魏晉南北朝詩﹄
︹上中下册︺と彭定求奉勅撰﹃全唐
詩
﹄︹
九
百
卷
︺
に
據
り、
そ
れ
ら
全
て
の
作
者・
詩
題・
卷
數
を
列擧してみる。
?
六
朝
?
鮑
照﹁
學
陶
彭
澤
體
詩
﹂
︵
宋
詩
九
︶
?
江
淹﹁
雜
體
詩
三
十
首
其
二
十
二、
陶
徴
君
潛
田
居
﹂
︵
梁
詩
四
︶
?
唐
朝
?
崔
顥﹁
結
定
襄
郡
獄
效
陶
體
﹂
︵
全
一
三
?
︶
?
顏
眞
卿﹁
詠
陶
淵
明
﹂
︵
全
一
五
二
︶
?
韋
應
物﹁
效
陶
彭
澤
﹂
︵
全
一
八
六
︶
?
孟
郊﹁
過
彭
澤
﹂
︵
全
三
七
七
︶
?
白
居
易﹁
效
陶
潛
體
詩
十
六
首
并
序﹂
︵全四二八︶
﹁訪陶公舊宅并序﹂
︵全四三?︶
?劉駕
﹁效
陶
﹂
︵
全
五
八
五
︶
?
曹
鄴﹁
山
中
效
陶
﹂
︵
全
五
九
三
︶﹁
田
家
效
陶
﹂
︵
全
五
九
三
︶
?
司
馬
扎﹁
效
陶
彭
澤
﹂
︵
全
五
九
六
︶
?
唐
彦
謙﹁
和
陶
淵
明
貧
士
詩
七
首
﹂
︵
全
六
七
一
︶
?
崔
塗﹁
過
陶
徴
君
隱
居
﹂
︵
全
六
七
九
︶
?
廖
凝﹁
彭
澤
解
印
﹂
︵
全
七
四
?
︶
?
張
熾
﹁
歸
去
來
引
﹂
︵
全
七
七
四
︶
?
呉
筠﹁
高
士
詠
有
序、
五
十
首
其
五
十、
陶
徴
君
﹂
︵
全
八
五
三
︶
?
王
貞
白﹁
書
陶
潛
醉
石
﹂
︵
全
八八 ︶
?陳光﹁題陶淵明醉石﹂
︵全八八六︶
。
　
通覽してすぐ理解されるのは、陶淵明を題材化する詩人
達に、ある種の偏向が認められるという點である。その文學や處世への共感を伴わない所には、こうした題材詩制作の情熱も生じないと考えられよう。この意味で、詩 にみえる﹁陶徴君﹂
﹁學陶體﹂
﹁效陶體﹂の各語は、十分に留意
さ
れ
て
よ
い︵
　︶14。
懿
宗
や
僖
宗
が
統
治
し
た
晩
唐
期
に
活
躍
し
た
唐
彦
謙
に、
﹁
詠
貧
士
七
首
﹂
︵﹃
靖
節
先
生
集
﹄
卷
四
︶
に
對
す
る﹁
和
韻﹂の連作詩があることも注目されるが、陶淵明に心醉した詩人の頂點に、中唐の白居易がいることは恐らく否定できないであろう。量的にも質的にも白居易 そ 、陶淵明文學最大の理解者であり繼承者であったのである。その敬愛の深さは、江州司馬に左遷されていた失意 時期の作品に如實に現れている
。時に白氏四十五歳。序文を含め全句
を引用する。　
④
 ﹁豫夙慕陶淵明爲人、往歳渭川閑居、嘗有效陶體詩十六
首。
今
遊
廬
山、
經
柴
桑、
過
栗
里、
思
其
人、
訪
其
宅、
不能默默、又題此詩云。垢塵不汚玉、靈鳳不啄羶。嗚呼陶靖節、生彼晉宋間。心實有所守、口終不能言。永惟孤竹子、拂衣首陽山。夷齊各一身 窮餓未爲難。先
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生有五男、與之同飢寒。腸中食不充、身上衣不完。連徴竟不起、斯可謂眞賢。我生君之後、相去五百年。毎讀五柳傳、目想心拳拳。昔常詠遺風、著爲十六篇。今來訪故宅、森若君在前。不慕樽有酒、不慕琴無絃。慕君遺榮利、老死此丘園。柴桑古村落、栗里舊山川。不見籬下菊、但餘墟中烟。子孫雖無聞、族氏猶未遷。毎逢姓陶人、使我心依然。
﹂
︵﹁訪陶公舊宅并序﹂
︹
0278︺︶。
　
五言三十六句からなる古體詩であるが、陶淵明への人稱
が﹁
陶
公
﹂﹁
陶
淵
明
﹂﹁
陶
﹂
︵
二
度
︶﹁
陶
靖
節
﹂﹁
先
生
﹂﹁
君
﹂
︵
三
度
︶
と
繰
り
返
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る。
多
樣
な
呼
び
掛
け
に、
憧
れ
の
文
人
の
舊
宅
と
田
園
を
訪
問
で
き
た
歡
喜
と
興
奮
が
傳
わ
る。
こ
こ
で
は、
對
句・
身
體・
典
故・
數
字・
反
復・
強
調
な
ど、白居易の多用する修辭法が鏤められており、結果として特色ある詩篇になっている。陶淵明の思想や信條を詠う内
容
は、
五
言
古
體
詩
の
表
現
機
能︱
︱
説
理
的
抒
情
表
現
へ
の
高
い
適
性
︱
︱
と
も
強
く
結
び
つ
い
て、
一
種
獨
特
な
詩
情
を
形
成
し
ている。　
白居易が﹁陶公舊宅﹂に寄せる人懷かしさは、陶氏の子
孫が今もなおこの地に定住している事實によって、一層増
幅
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う。
﹁
姓
陶
人
﹂
︵
陶
を
姓
と
す
る
人
々︶
が
住
む
村
落
の
描
寫
は、
﹁
五
百
年
﹂
の
時
間
の
侵
食
に
耐
え
て
生
き
續
け
る
も
う
一
つ
の
家
屋
像
を
照
ら
し
出
し
て
い
る。
そ
れ
は﹁
血
縁﹂と﹁地縁﹂に根ざすことで、主人その人を喪失してもなお存在し續ける住居像である。　
陶淵明を題材にするもう一方の白詩は、母陳氏の服喪中
に下邽で作られた五言古體の長篇連作詩である。元和八年︵八一三︶
四十二歳作の﹁效陶潛體詩十六首并序﹂
︹
0213～
0228︺
は、
前
出﹁
訪
陶
公
舊
宅
并
序
﹂︹
0278︺
の
序
文
と
詩
中
で
二
度
に
渉
っ
て
言
及
さ
れ
る
程、
作
者
の
思
い
入
れ
が
強
い
作
品
で
あ
っ
た。最初に創作の動機を記した序文を掲出したい。
餘退居渭上、杜門不出、時屬多雨、無以自娯。會家醞新熟、雨中獨飮、往往酣醉、終
日不醒。懶放之心、彌覺自
得、
故
得
於
此
而
有
以
忘
於
彼
者。
因
詠
陶
淵
明
詩、
適
與
意
會、遂傚其體、成十六篇。醉中狂言、醒輒自哂、然知我者、亦無隱焉。
　﹁
效
陶
潛
體
詩
十
六
首
并
序
﹂
︵
卷
五
︶
が、
陶
淵
明
の﹁
飮
酒
二
十
首
并
序
﹂
︵
卷
三
︶
を
直
接
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は、
中
國
文
學
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史における定説である。二つの序文が述べる内容は閑居獨酌と酣醉詠詩で共通しており、文體も各々四字句を基本にして莊重な趣を呈している。序文の冒頭と結尾が、それぞれ﹁餘～焉﹂
﹁餘～爾﹂で照應していることも注意される。
　
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
は、
既
に
複
數
の
先
行
論
文
が
あ
り、
詳
細
な
比
較
考
證
が
な
さ
れ
て
い
る。
例
え
ば
末
葭
敏
久﹁
白
居
易＂
效
陶
潛
體
詩
十
六
首
并
序
＂
考︱
︱
序
と
前
半
八
首
に
つ
い
て﹂
︵﹃岡村貞雄博士古稀記念中國學論集﹄白帝社、一九九九年八
月
︶﹁
同
前︱
︱
後
半
八
首
に
つ
い
て
﹂
︵﹃
中
國
學
研
究
論
集
﹄
廣
島
中
國
學
學
會、
一
九
九
九
年
十
月
︶
で
は、
白
氏
が
使
用
す
る
陶
氏
の
詩
語や表現が備に追跡調査されており、 要な示唆を與えてい
る。
結
論
か
ら
言
え
ば、
居
易
の﹁
效
陶
潛
體
詩
十
六
首
﹂
は、
淵明の﹁飮酒二十首﹂からの引用に留まらず、その詩文全體から廣範圍に取材され、各種 用語が編み込まれていると言える。正
しく﹁效陶潛體﹂と稱する所以である。參考
までに陶澍﹃靖節先生集﹄の編次 從って、用語の出典となる作品の題目を紹介する。今日に傳誦される陶淵明詩文の大半を踏まえていることが確認できる。
停
雲・
時
運・
榮
木・
勸
農
︵
以
上
卷
一
︶
形
影
神︹
形
贈
影・
影答形︺
・
九日閑居
・
歸園田居五首︹其一
・
其三
・
其四
・
其
五
︺・
遊
斜
川・
乞
食・
怨
詩
楚
調
示
龐
主
簿
鄧
治
中・
答
龐
參
軍・
移
居
二
首︹
其
一
︺・
酬
劉
柴
桑・
和
郭
主
簿
二
首・
與
殷
晉
安
別・
歳
暮
和
張
常
侍
︵
以
上
卷
二
︶
始
作
鎭
軍
參
軍
經
曲
阿作・辛丑歳七月赴假還江陵夜行塗口・癸卯歳始春懷古田
舍
二
首︹
其
二
︺・
癸
卯
歳
十
二
月
中
作
與
從
弟
敬
遠・
戊
申
歳六月中遇火・己酉歳九月九日・庚戌歳九月中於西田穫早
稻・
飮
酒
二
十
首︹
序・
其
一・
其
五・
其
六・
其
九・
其
十・
其
十
一・
其
十
二・
其
十
三・
其
十
四・
其
二
十
︺・
蜡
日
︵
以
上
卷
三
︶
擬
古
九
首︹
其
二・
其
四・
其
五
︺・
雜
詩
十
二
首
︹
其
二・
其
四・
其
五
︺・
詠
貧
士
七
首︹
其
三
︺・
挽
歌
詩
三
首
︹其一︺
︵以上
卷四︶
感士不遇賦
・
閑情賦
・
歸去來兮辭
︵以
上
卷
五
︶
桃
花
源
記・
五
柳
先
生
傳・
扇
上
畫
贊︹
周
陽
珪
︺
︵
以
上卷六︶
祭從弟敬遠文・自祭文
︵以上卷七︶
。
　
白
居
易
は
四
十
歳
以
前
か
ら、
陶
淵
明
の
文
學
に
深
く
親
し
み、
その語彙のほとんど全てを吸收していたことが看取されよう。
﹁
效
陶
潛
體
詩
十
六
首
﹂
と﹁
飮
酒
二
十
首
﹂
は、
飮
酒・
懷
古・詠懷という三つの題材を架橋させて、自らが志向する獨善と自足の境地を詠う點でも一致している。人生への洞
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察や處世のあり方が、こうした閑適的な説理表現のなかで開陳されるので る。死生の道理を自己解説的に述べ、己が進むべき人生 方向を見定めることは、二人の文學者に共通して認められる性格である。この意味で陶白は、ともに哲理の詩人であったと判斷してよいであろう。　
兩作品の類似點はこのように複數に及んでいるが、陶白
比較論の立場でより重視すべきは、相違する部分の指摘と意味である。主として内容面からみた兩詩の差異は、?白詩十六首が全て酒を詠うのに對して、陶詩二十首中で飮酒の
場
面
を
具
體
的
に
描
く
も
の
︵
其
一・
三・
七・
八・
九・
十
三・
十
四・
十
八・
十
九・
二
十
︶
は
半
數
で
あ
る
こ
と、
?
白
詩
で
は
隱
逸への傾倒が皆無であるが、陶詩 は反對にそ が連作全體の重要な主題になってい こと、?白 後半 出現する語
り
手
の
存
在
︵
其
十
二・
十
四・
十
五・
十
六
︶
は、
孤
獨
を
悲
し
み
愛
お
し
む
陶
詩
の﹁
體
﹂
︵
style ︶
に
埋
沒
す
る
の
で
は
な
く、
そ
こに自己の積極的な樂しみを發見する契機になっていること︵
　︶15、
な
ど
が
指
摘
で
き
る。
居
易
と
淵
明
の
個
性
の
違
い
が、
微
妙な濃淡を伴って顯在化していると言える。しかし詩人しての白居易 白居易たらしめる最大の獨自性は、こうした内容の異同ではなく、むしろ如何に語るかという修辭の
技法にある。次節ではこの問題に焦點を絞って、さらに考察を進めていきたいと思う。
〔五〕　
效陶潛體詩の修辭技法
　
最初に確認しておきたいのは、白詩ではほぼ全篇に對句
が頻出するものの、陶詩で對句構成を採用するのは、二十首中六首に過ぎないという事實である。對偶表現に關して陶白兩詩は、注目すべき對照性を示している。表語文字であ
る
漢
字
を
使
用
し、
孤
立
語
の
性
質
を
持
つ
漢
語
︵
Hàny ŭ ︶
は、
それ自體の構造・機能・發想からみて、對偶表現の不可缺性
は
非
常
に
高
い
と
判
斷
さ
れ
る。
﹁
甲
﹂
と﹁
乙
﹂
と
は
對
偶
に
よって相互に規定し合うことで、意味表現としての自己完結機能を保ち、
なおかつ更に新たな﹁丙﹂の心象さえも生
成するのである。　
陶淵明の作品にもこうした對句の修辭はしばしば めら
れるものの、それらはある種の抑制を伴って用いられる傾向
に
あ
る︵
　︶16。
例
え
ば﹁
飮
酒
二
十
首
﹂
に
出
現
す
る
對
句
は、
﹁
汎
此忘憂物、
遠我遺世情﹂
︵其七︶
﹁青松在東園、
衆草沒其姿﹂
︵
其
八
︶﹁
顏
生
稱
爲
仁、
榮
公
言
有
道。
屡
空
不
獲
年、
長
飢
至
于
老﹂
︵其十一︶
﹁一士長獨醉、一夫終年醒﹂
︵其十三︶
﹁班班有
11
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翔
鳥、
寂
寂
無
行
迹
﹂
︵
其
十
五
︶﹁
敝
盧
交
悲
風、
荒
草
沒
前
庭
﹂
︵
其
十
六
︶
と
な
っ
て
い
る。
品
詞︵
名
詞・
動
詞・
形
容
詞・
副
詞
︶
ご
と
の
對
應
は
明
瞭
で
あ
る
が、
六
朝
美
文
の
特
徴
を
な
す
壯
麗・
整齊・緻密な對偶表現から一定の距離を置いている印象は免れない。對句は彼の詩歌の中心をなしていな と考えてよ
い
で
あ
ろ
う︵
　︶17。
騈
文
が
壓
倒
的
に
支
配
し
て
い
た
六
朝
文
壇
に
おいて、淵明はやはり中心から逸脱した周縁詩人だったのである。　
これら陶氏の作例は、對偶表現の可能性を徹底して究め
る白居易とは、大きな懸隔を見せている。白氏 ﹁效陶潛體詩十六首﹂で 精力的に多種多樣な對句形式が試行されており、それらは白居易的な詩情 詩風を生み出す原動力になっている。典型となる詩句を幾つか引いてみたい。　
⑤
 ﹁翳翳踰月影、沈沈連日雨。⋮⋮行潦毀我墉、疾風壞我宇。蓬莠生庭院 泥塗失場圃 村深絶賓客、窻晦無儔侶
。⋮⋮﹂
︵﹁效陶潛體詩其二﹂
︹
0214︺︶。
　
⑥
 ﹁
朝
飮
一
盃
酒、
冥
心
合
元
化。
兀
然
無
所
思、
日
高
尚
閑
卧。暮讀一卷書、會意如嘉話。欣然有所遇、夜深猶獨坐。⋮⋮﹂
︵﹁同前其三﹂
︹
0215︺︶。
　
⑦
 ﹁天秋無片雲、地靜無纖塵。⋮⋮清光入盃杓、白露生衣巾。
﹂
︵﹁同前其六﹂
︹
0218︺︶。
　
⑧
 ﹁原生衣百結、顏子食一簞。⋮⋮楡柳百餘樹、茅茨十數間。寒負簷下日 熱濯澗底泉 日出猶未起、日入已復眠。⋮⋮但有雞犬聲、不聞車馬喧。時傾一罇酒 坐望東南山 ﹂
︵﹁同前其九﹂
︹
0221︺︶。
　
⑨
 ﹁烟雲隔玄圃、風波限瀛洲。⋮⋮逝者不重迴、存者難久
留。
⋮⋮
擧
盃
還
獨
飮、
顧
影
自
獻
酬。
⋮⋮﹂
︵﹁
同
前
其
十一﹂
︹
0223︺︶。
　
⑩
 ﹁⋮⋮愛酒不愛名、憂醒不憂貧。⋮⋮口吟歸去來 頭戴漉酒巾。⋮⋮﹂
︵﹁同前其十二﹂
︹
0224︺︶。
　
⑪
 ﹁⋮⋮及歸種禾黍、三歳旱爲災。入山燒黄白、一旦化爲灰。 ﹂
︵﹁同前其十四﹂
︹
0226︺︶。
　
渭村下邽での孤獨な退居生活を、陶淵明の詩文や典故に
即
し
つ
つ、
﹁
重
言
對
﹂﹁
的
名
對
﹂
︵
數
目
對
︶﹁
隔
句
對
﹂﹁
雙
擬
對
﹂﹁
當
句
對
﹂
を
自
在
に
使
っ
て
描
寫
し
た
も
の。
⑤
⑥
で
は
八
句四聯、⑧では十二句六聯に亙る對偶表現が援用されており、これだけで一首全體の約半分を占有している。服喪の日常生活が、特色ある對句が齎す表現效果によって、鮮明
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な輪郭をもって敍述される。使用する言語は非常に平易であり、句間相互の心象にも停滯や淀みがない。白詩の對句に廣く認められるこ ような明快さ輕快さは、複數の概念や人物を羅列して集積させる作例において、なお一層顯著である。　
⑫
 ﹁
不
動
者
0
厚
地、
不
息
者
0
高
天。
無
窮
者
0
日
月、
長
在
者
0
山
川。⋮⋮﹂
︵﹁同前其一﹂
︹
0213︺︶。
　
⑬
 ﹁
東
家
0
采
桑
婦、
雨
來
00
苦
愁
悲。
蔟
蠶
北
堂
前、
雨
冷
00
不
成
絲。西家
0
荷鋤叟、雨來
00
亦怨咨。種豆南山下、雨多
00
落爲
箕。⋮⋮﹂
︵﹁同前其四﹂
︹
0216︺︶。
　
⑭
 ﹁⋮⋮我有
00
同心人、邈邈崔與
0
錢。我有
00
忘形友、迢迢李
與
0
元。或
0
飛青雲上、或
0
落江湖間⋮⋮我無縮地術、君非
馭
風
仙。
⋮⋮
良
夜
信
難
得、
佳
期
杳
無
縁。
⋮⋮﹂
︵﹁
同
前
其七﹂
︹
0219︺︶。
　
⑮
 ﹁
南
巷
有
貴
人
、
⋮
⋮
北
里
有
寒
士
、
⋮
⋮
東
鄰
有
富
翁
、
⋮
⋮
西
舍
有
貧
者
、
⋮
⋮
貴
賤
與
0
貧
富
、
高
下
雖
有
殊
。
憂
樂
與
0
利
害
、
彼
此
不
相
踰
。
⋮
⋮
﹂︵﹁
同
前
其
十
五
﹂︹
0227︺︶。
　
⑯
 ﹁濟水澄而
0
潔、河水渾而
0
黄。⋮⋮太公戰牧野、伯夷餓
首陽。⋮⋮謂天
00
不愛民
00
、胡爲生
000
稻粱。謂天
00
果愛民
00
、胡
0
爲生
00
豺狼。謂神
00
福善人、孔聖竟栖遑。謂神
00
禍淫人、暴
秦終霸王。顏回與
0
原憲、何
0
辜早夭亡。蝮虵與
0
鴆鳥、何
0
徳壽延長。⋮⋮﹂
︵﹁同前其十六﹂
︹
0228︺︶。
　
傍
點
部
の
疊
み
掛
け
る
よ
う
な
反
覆
表
現︵
　︶18は、
彼
に
と
っ
て
對
偶技巧が如何に本來的で確信的なものであったかを如實に表している。全ての事象は必ず複眼多面で捉えられ、その性質や状態の一つ一つが、丁寧かつ精確に點檢され吟味されてから詠われるのである。この詩人にとって、詩的心象を
對
字
?
對
語
?
對
句
?
對
聯
へ
と
點
綴
し
擴
張
し
て
い
く
技
法
は、
絶
對
に
缺
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る。
ここに陶詩の作風は、ほとんど見出すことができない。作爲的な對句技法を忌避する陶淵明との違い 改めて實感されよう
。
　
白詩の修辭で次に檢討すべきは、文字を恰も鎖のように
次々と繋げていく連鎖の手法である。對 と連鎖を一首中に
併
存
さ
せ
な
が
ら、
﹁
飮
酒
﹂
の
境
が﹁
身
後
﹂
の﹁
名
﹂
よ
り
遙か 勝ることを述べた詩に次のも がある。　
⑰
 ﹁楚王疑忠臣、
江南放屈平。晉朝輕高士、
林下棄劉伶。
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一
人
常
獨
醉、
一
人
常
獨
醒
0
。
醒
0
者
多
苦
志、
醉
者
多
歡
情
00
。
歡
情
00
信
獨
善、
苦
志
竟
何
成。
兀
傲
甕
間
卧、
憔
悴
澤
畔
行。
彼憂而此樂、道理甚分明。願君且飮酒、勿思身後名。
﹂
︵﹁同前其十三﹂
︹
0225︺︶。
　
本
詩
で
は
﹁
楚
王
?
?
晉
朝
﹂﹁
忠
臣
?
?
高
士
﹂﹁
屈
平
?
?
劉
伶
﹂﹁
醒
?
?
醉
﹂﹁
苦
志
?
?
歡
情
﹂﹁
憔
悴
?
?
兀
傲
﹂﹁
澤
畔
?
?
甕
間
﹂﹁
行
?
?
卧
﹂﹁
彼
?
?
此
﹂﹁
憂
?
?
樂
﹂
が
繰
り
返
し
對
比
さ
れ
、
そ
れ
ら
全
て
が
終
末
二
句
の
結
論
﹁
願
君
且
飮
酒
、
勿
思
身
後
名
﹂
を
導
き
出
す
前
提
條
件にな
っ
て
い
る
。
こ
の重
層
的
な
對
句
構
造
の
な
か
に
、﹁
～
醒
、
醒
～
﹂﹁
～
歡
情
、
歡
情
～
﹂
の
如
く
、
上
句
︵
末
尾
︶
の
語
を
下
句
︵
冒
頭
︶
で
連
鎖
さ
せ
る
蝉
聯
體
の技
法
が
組み
込
まれ
る
の
である
。頂
針
格
とも
呼
ば
れ
る
こ
の
修
辭
法
は
、
こ
の他に
も
﹁
湛
湛
罇
中
酒
、有
功
不
自
伐
000
。不
0
伐
0
人
不
知
、
我
今
代
其
説
。
⋮
⋮
﹂
︵﹁
同
前
其
十
﹂︹
0222︺︶﹁
⋮
⋮
今
朝
不
盡
醉
、
知
有
明
朝
不
0
、
不
0
見
郭
門
外
、
纍
纍
墳
與
丘
。
⋮
⋮
﹂
︵﹁
同
前
其
十
一
﹂︹
0223︺︶
と
使
わ
れ
て
い
る
。
　
さ
らに
白
居
易
に
は
、詩
の
冒
頭
二
句
と
終
末
一
句
を
、
い
わ
ゆ
る
文
字
鎖
で
繋
げ
る
﹁
原
0
生
衣
百
結
、顏
0
子
食
一
簞
。
⋮
⋮
即
此
自
可
樂
、
庶
幾
顏
0
與
原
0
﹂
︵﹁
同
前
其
九
﹂︹
0221︺︶
の用
例
も
あ
る
。
心
象
と音
聲
を切
斷
せずに
連
結
さ
せ
る
こ
の
詩
歌
表
現
は
、
白
詩
全
體
に
遍
く
見
ら
れ
、
そ
の形
式
も
非
常に
多
樣で
ある
。結
論
から言
え
ば
對
偶
と
連
鎖
は
、
白
氏
が
用
い
る
修
辭
の
雙
璧
を
な
し
て
い
る
。
　
ところで居易愛好の蝉聯體は、淵明の作品にも數多く用
い
ら
れ
て
い
る。
例
え
ば﹁
飮
酒
二
十
首
﹂
に
限
定
し
て
み
た
場
合、
﹁
忽
焉
復
醉
00
、
既
醉
00
之
后
﹂
︵
序
︶﹁
豈
不
在
一
生
00
、
一
生
00
復
能
幾
﹂
︵
其
三
︶﹁
悠
然
見
南
山
0
、
山
0
氣
日
夕
佳
﹂
︵
其
五
︶﹁
誰
知
非
0
與
是
0
、
是
非
00
苟
相
形
﹂
︵
其
六
︶﹁
一
士
長
獨
醉
0
、
一
夫
終
年
醒
0
。
醒
醉
00
還相笑、發言各不領﹂
︵其十三︶
﹁含薫待清風
00
、清風
00
脱然至﹂
︵
其
十
七
︶
な
ど
六
例
に
及
ん
で
お
り、
決
し
て
少
な
く
な
い
數
で
あ
る。
陶
淵
明
集
に
お
け
る
こ
れ
以
外
の
用
法
と
し
て
は、
﹁～
哲
人、
哲
人
～﹂
︵
勸
農
︶﹁～
勤、
勤
～﹂
︵
同
前
︶﹁～
桑
麻
長、
桑
麻
～
長
﹂
︵
歸
園
田
居
五
首
其
二
︶﹁～
我
衣、
衣
霑
～﹂
︵
同
前
其
三
︶
﹁～
相
思、
相
思
～﹂
︵
移
居
二
首
其
二
︶﹁～
美
酒、
酒
熟
～﹂
︵
和
郭
主
簿
二
首
其
一
︶﹁～
不
止
酒、
止
酒
～﹂
︵
止
酒
︶﹁～
歌、
歌
～﹂
︵
擬
古
九
首
其
七
︶﹁
幽
室
一
已
閉、
千
年
不
復
朝。
千
年
不
復
朝、
賢
達
無
奈
何
﹂
︵
挽
歌
詩
三
首
其
三
︶﹁～
時、
時
～﹂
︵
感
士
不
遇
賦
︶
﹁～
林、
林
～。
～
山、
山
～。
﹂
︵
桃
花
源
記
︶﹁～
温、
温
～﹂
︵
晉
故
征
西
大
將
軍
長
史
孟
府
君
傳
︶﹁～
周
遊、
周
遊
～。
～
名
山、
上
山
～﹂
︵
尚
長・
禽
慶
贊
︶
を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る。
同
一
の
字
句
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を連鎖させ、韻律を活性化し、心象の展開を促進する蝉聯體の技法は、陶詩から白詩へと確かに繼承されている。　﹁
效
陶
潛
體
詩
﹂
の
修
辭
法
で
さ
ら
に
取
り
上
げ
た
い
の
は、
詩
中に複數の數字を融け込ませることで、飮酒酩酊の境地を生き生きと具體的に敍述する作品である。白居易は數字の表現效果に最も知悉した詩人であったと言ってよい。ここでは三首だけ紹介する。　
⑱
 ﹁⋮⋮而我獨何幸、醞酒本無期。及此多雨日、正遇新熟時。開瓶瀉罇中、玉液黄金巵。持翫已可悦、歡嘗有餘滋。一
0
酌發好容、再
0
酌開愁眉。連延四五
00
酌、酣暢入
四
0
肢。忽然遺物我、誰復分是非。是時連夕雨、酩酊無
所知。人心苦顚倒、反爲憂者嗤。
﹂
︵﹁同前其四﹂
︹
0216︺︶。
　
⑲
 ﹁朝亦獨醉歌、
暮亦獨醉睡。未盡一
0
壺酒、
已成三
0
獨醉、
勿
嫌
飮
太
少、
且
喜
歡
易
致。
一
0
盃
復
兩
0
盃、
多
不
過
三
四
00
。
便
得
心
中
適、
盡
忘
身
外
事。
更
復
強
一
0
盃、
陶
然
遺
萬
0
累。
一
0
飮
一
0
石
者、
徒
以
多
爲
貴。
及
其
酩
酊
時、
與
我
亦
無
異。
笑謝多飮人、酒錢徒自費
﹂
︵﹁同前其五﹂
︹
0217︺︶。
　
⑳
 ﹁⋮⋮良將臨大敵、前驅千萬
00
卒。一
0
簞投河飮、赴死心
如
一
0
。
壯
士
磨
匕
首、
勇
憤
氣
咆
。
一
0
酣
忘
報
讎、
四
0
體
如
無骨。東海殺孝婦、天旱踰年月。一
0
酌酬其魂、通宵雨
不歇。咸陽秦獄氣、寃痛結爲物。千
0
載不肯散、一
0
沃亦
銷失。⋮⋮﹂
︵﹁同前其十﹂
︹
0222︺︶。
　﹁瓶﹂を開いて﹁玉
さ
液け
﹂を﹁罇﹂に注ぎ、
﹁一酌﹂
﹁再酌﹂
﹁四五酌﹂と立て續けに飮み干せば、
﹁容
かお
﹂は綻び、
﹁四
か
ら
だ
肢﹂
は
伸
び
や
か
に
な
り、
﹁
忽ふ
﹂
と﹁
物
﹂﹁
我
﹂
と﹁
是
﹂﹁
非
﹂
の
境
界
も
消
失
し
た
飮
酒
の
至
境
が
出
現
す
る。
中
國
文
學
史
で
酒
を
詠
う
詩
は
數
多
い
が、
そ
れ
を
光
り
輝
く
對
象
︱
︱
玉
液
黄
金
巵
︱
︱
と
し
て
描
く
例
は
極
端
に
少
な
い。
盛
唐
の
李
白
と
竝
ぶ
飮
酒詩人白居易の高い技量が、數字と身體を結ぶ説得力ある描寫に滲み出ている。そしてまた量よりも質 追求する彼の
飮
酒
觀
が、
﹁
一
盃
復
兩
盃、
多
不
過
三
四。
便
得
心
中
適、
盡
忘身外事。更復強一盃、陶然遺萬累﹂と詠われている。このように三首全てに優れた酒 效能を説くが、そ らは何れ
も
白
氏
が
得
意
と
す
る
數
字
表
現
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る。
正しく數理に導かれた詩情の表 であ こうした創作技法は、陶淵明にも同じように認められる。數字表現の極致をなす白居易とは程度の差こそあれ、彼の詩文からも多の數字が見出せる。その全てを記し みる。
15
白居易﹁效陶潛體詩十六首﹂の修辭技法︵埋田︶
一・
二・
三・
四・
五・
六・
七・
八・
九・
十・
十
一・
十
三・
三
十・
四
十・
五
十・
五
十
一・
七
十
二・
八
十・
九
十・
百・五百・千・三千・萬・百萬・千萬・二三・二六・二八・三四・三五・五四・六九 八九。
　
　
一
首
に
數
字
が
多
出
す
る
詩
篇
に﹁
責
子
﹂
︵
卷
三
︶
が
あ
る。
淵明の五人の男子︵
儼︹阿舒︺
・
俟︹阿宣︺
・
份︹雍︺
・
佚︹端︺
・
佟︹
通
子
︺︶
を
取
り
上
げ、
學
問
に
精
進
し
な
い
そ
の
怠
惰
な
性
格
を叱責しつつも、息子達に注がれる父性愛が強く印象に殘る
佳
篇
で
あ
る。
短
く
詰
ま
る
入
聲
︵
t ︶
の
押
韻
︵
⦿
︶
が
留
意
さ
れる。そこにも父親 複雜な感慨が反映されているからである。
　　
責子
　　　　　
子むすこ
を責
しか
る
　
白髮被兩鬢
　　
白髮は兩鬢を被ひ
　
肌膚不復實⦿
　
肌膚は復た實
ゆたか
ならず
　
雖有五男兒
　　
五男兒有りと雖も
　
總不好紙筆⦿
　
總べて紙筆を好まず
　
阿舒已二八
　　
阿舒は已に二八
︵十六︶
なるも
　
懶惰故無匹⦿
　
懶
惰なること故
もと
より匹
たぐ
ひ無し
　
阿宣行志學
　　
阿宣は行
ゆく
ゆ〻く
志學
︵十五︶
なるも
　
而不愛文術⦿
　
而も文術を愛さず
　
雍端年十三
　　
雍と端とは年十三なるも
　
不識六與七⦿
　
六と七 を識らず
　
通子垂九齡
　　
通子は九齡に垂
なんなん
とするも
　
但覓梨與栗⦿
　
但だ梨と栗とを覓むるのみ
　
天運苟如此
　　
天運の苟
いやしく
も此くの如くんば
　
且進杯中物⦿
　
且く杯中 物を進めん
　﹁
五
﹂﹁
二
八
︵
十
六
︶﹂﹁
志
學
︵
十
五
︶﹂﹁
十
三
﹂﹁
六
與
七︵
　︶19﹂
﹁
九
﹂
な
ど、
乘
算
と
加
算
を
含
む
各
種
の
數
字
表
現
が、
陶
淵
明
の子供一人一人の際立った個性を活寫している。白居易の詩歌にも多くの子供が登場するが、この點を含めて兩者の文學的共通性は濃厚であると言わねばならない。　
白居易が人間の身體や姿勢に敏感であることはかつて詳
し
く
論
じ
た︵
　︶20。
彼
は
自
他
の
身
體
を
凝
視
し、
そ
こ
に
宿
る
微
妙
な
感
情
を
掬
い
上
げ
る
詩
人
で
あ
っ
た。
身
心
融
合
と
も
言
う
べ
き
そ
の
獨
特
な
詩
情
は、
﹁
效
陶
潛
體
詩
十
六
首
﹂
か
ら
も
は
っ
き
り
と
窺
う
こ
と
が
で
き
る。
飮
酒
場
面
と
身
心
状
況
は
互
い
に
分
か
ち
難
く
呼
應
し
て
お
り、
こ
こ
に
は
人
間
の
生
理
に
根
差
し
た
16
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白
居
易
風
な
詩
境
が
顯
現
し
て
い
る。
そ
の
具
體
的
な
詩
句
と
し
て﹁
一
酌
發
好
容、
再
酌
開
愁
眉
﹂﹁
酣
暢
入
四
肢
﹂
︵
其
四
︶﹁
四
體
如
無
骨
﹂
︵
其
十
︶﹁
念
此
忽
内
熱、
生
看
成
白
頭
﹂﹁
心
與
口
相
約、
未
醉
勿
言
休
﹂
︵
其
十
一
︶﹁
口
吟
歸
去
來、
頭
戴
漉
酒
巾
﹂
︵
其
十
二
︶﹁
遲
遲
空
手
廻
﹂
︵
其
十
四
︶﹁
四
十
垂
白
鬚
﹂﹁
心
安
體
亦
舒
﹂
﹁
以
此
求
口
食
﹂
︵
其
十
五
︶﹁
擧
頭
仰
問
天、
天
色
但
蒼
蒼
﹂
︵
其
十
六
︶
が
指
摘
で
き
よ
う。
そ
し
て
こ
の
種
の
身
體
表
現
も
ま
た、
陶
氏の作品から容易に見出すことができるのである。淵明の詩文集に現れる掻首・延目・拱手・擧目・濯足・目送・執手・
解
顏・
傾
耳・
鼓
腹・
傾
身・
滿
目・
掩
耳・
滿
腹・
游
目・
撫
髫・
摧
心・
盈
眼・
滿
眼・
齠
齒・
攜
手・
候
顏・
接
膝・
矜
顏・
容
膝・
怡
顏・
矯
首
︵
以
上
二
字
︶・
散
游
目・
游
心
目・
流
目
視・
不
掩
肘・
怡
妙
顏・
口
無
音・
眼
無
光
︵
以
上
三
字
︶・
掩
口
而
笑・
至
于
沒
齒・
相
開
以
顏
︵
以
上
四
字
︶・
目
左
右
及
賓
客
︵
以
上
六字︶
⋮⋮などは、
彼の身
體描寫全體の極一部に過ぎない。
生老病死を見詰める淵明と白居易 文學にとって、身體存在は無視できない重要な詩材であったことがわかる。　
修辭技法の相互比較として最後に言及したいのは、特定
の
詩
語
が
持
つ
表
現
效
果
で
あ
る。
陶
白
詩
に
は
聲
母
︵
語
頭
子
音
︶
を共有する雙聲、同じ韻母と聲調を重ねた疊韻、同一文字
を
反
復
す
る
重
言
︵
疊
語
︶
が
多
數
使
用
さ
れ
て
い
る。
物
事
の
状
態や樣子などを感覺的に音聲化して表現する擬態語と擬聲語は、この二人にとってやはり不可缺な手法であったと言える。これら 詩語が紡ぎ出す心象は、人々の感覺に強く働き掛け、その心底に深く作用する力を帶びている。それは事象と音聲と感情とを渾然一體化させる言語操作と言って
も
よ
い。
白
居
易
が
陶
淵
明
か
ら
學
び
取
っ
た
技
法
の
一
つ
に、
各
種
詩
語
の
積
極
的
な
運
用
が
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
理
解
さ
れ
る。
例
え
ば﹁
效
陶
潛
體
十
六
首
﹂﹁
飮
酒
二
十
首
﹂
に
お
け
る
使
用状況は次のように近似している。
?
白
居
易
?
雙
聲
︵
酣
歌・
咆
・
踟
躕・
兀
傲・
憔
悴
︶
疊
韻
︵
酩
酊・
殷
勤・
落
拓・
蹉
跎・
遲
疑
︶
重
言
︵
嗟
嗟・
翳
翳・
沈
沈・
團
團・
連
連・
邈
邈・
迢
迢・
湛
湛・
累
累・
颼颼・
昏
昏・
遲
遲
︶
?
陶
淵
明︵
　︶21?
疊
韻
︵
徘
徊・
嘨
傲・
慇
懃
︶
重
言
︵
鼎
鼎・
栖
栖・
依
依・
咄
咄・
悠
悠・
規
規・
班
班・
寂
寂・
行
行・
冉
冉・
亭
亭・
汲
汲・區區︶
　
陶白詩全體では、雙聲・疊韻・重言の使用數はこの數十
倍に達していることからも、彼ら特有の詩情を湧出させる
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大
き
な
源
泉
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る。
と
り
わ
け
白
居
易
は、
重
言
︵
疊
語
︶
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
唐
代
で
最
も
多
用
す
る
詩
人
である。それもまた、居易が淵明から繼承した詩的成果の一つ ったと判斷される。
〔六〕　
陶白詩を隔てるもの
　
白居易の﹁效陶潛體詩十六首﹂に現れる修辭技法につい
て、主に對偶・連鎖・數字・身體・詩語の五つの觀點分析を加えてきた。そしてこれらの手法が、本歌となる陶淵明の﹁飮酒二十首﹂及びその他の作品を襲用していることを確認した。この意味で居易にとって淵明は、掛け替えのない詩歌の先達であったと斷言できよう 故に生涯を通じて敬意と憧憬の對象であり續けたのである。しかし上
記
二
つ
の
連
作
詩
を
注
意
深
く
併
讀
し
て
み
る
と、
﹁
效
～
體
﹂
という言葉とは裏腹に、同一の對象を意識して表現し もやはり一體化し得 要素 いわば似て非なる部分の存在が
強
く
實
感
さ
れ
る。
こ
の
點
に
つ
い
て
は、
既
に
宋
代
の
複
數
の
文
人
が
次
の
よ
う
に
發
言
し
て
い
る。
と
り
わ
け﹁
點
鐵
成
金
﹂
﹁換骨奪胎﹂で名高い北宋の黄庭堅の評文が注意されよう。
　
?
 ﹁⋮⋮如白樂天自云效陶淵明數十篇、
終不近也
0000
。﹂
︵﹃豫
章黄先生文集﹄第二十六、跋書柳子厚詩︶
。
　
?
 ﹁山谷嘗謂、白樂天・柳子厚
︵
　︶22倶效陶淵明詩。而惟柳子
厚詩爲近。然以豫觀之、子厚語近而氣不近、樂天氣近而語不近。子厚語悽愴、樂天語散緩。雖各得其一、要
0
於
淵
明
詩
未
能
似
也
00000000
。
⋮⋮﹂
︵
陳
善﹃
捫
蝨
新
話
﹄
下
集
卷
之
四、擬淵明作詩︶
。
　
?
 ﹁淵明詩、唐人絶無知其奧者。惟韋蘇州 白樂天嘗有效
其
體
之
作。
而
樂
天
去
之
亦
自
遠
甚
000000
。
⋮⋮﹂
︵
蔡
啓﹃
蔡
寛
夫詩話﹄唐詩人之宗陶者︶
。
　
こ
れ
ら
の
批
評
は
全
て、
陶
白
が
同
じ
題
材
を
扱
い
な
が
ら
も、
異なった詩境を作り上げていることを示唆している。たった獨りで酒を飮み、その陶然とした醉境に身心を委ね、今あ
る
自
分
の
生
き
方
を
絶
對
肯
定
す
る。
こ
の
一
點
に
お
い
て
二
人
の
詠
法
は
完
全
に
一
致
す
る。
し
か
し
そ
う
し
た
詩
情︱
︱
感
慨︱
︱
を
盛
り
込
む
器
と
し
て
の
文
體
が
大
き
く
乖
離
し
て
い
る。
白
居
易
に
と
っ
て
對
偶
こ
そ
は、
そ
の
文
學
を
支
え
る
脊
柱
で
あ
る。彼の對句は樣々な形式 、作品の隅々にまで伸張してい
る。
實
態
と
し
て
は、
中
核
と
な
る
對
偶
表
現
の
な
か
に、
連
18
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鎖・數字・身體・重言などの各技法が下位的に包攝されていると言ってもよい。これに對して陶淵明の詩文では、必ずしも對偶を必須としない。五つの修辭法は等質に竝列して使用されており、對偶は全體の一部を構成している 過ぎない。騈文の中心機能をなす對句法に、陶淵明は一定の距離を保ちながら、最も自然かつ效果的な文脈 なかで用い
る
の
で
あ
る。
例
え
ば﹁
歸
去
來
兮
辭
﹂
︵
卷
五
︶
に
嵌
め
込
ま
れた複數の對句
︵
　︶23は、この確かな傍證となる。
　
白居易は、古體と近體を問わず、對偶表現が持つ可能性
に生涯を賭けた詩人である この指摘の蓋 性は、假に彼の
作
品
か
ら
對
句
を
全
て
捨
象
し
て
み
れ
ば、
即
座
に
理
解
さ
れ
る。白詩の世界は大きく變質し、もはや成立自體が困難になる。諷諭・閑適・感傷・雜律の各詩 、一氣に褪色ししまうのである。居易にとって思考と表現とは表裏不可分な關係にあり、それが對偶技法のなかに可視な形で顯
現し
ている。世界は絶えず複眼で捉えられ、そこに無數の意味が生成され、編み直されるのである。修辭面からみた陶白詩を隔てる最大の特質は、對偶技法への依存度・不可缺性の高低・強弱にあると考えてよい。
〔七〕　
結語
　
中唐に展開した新樂府運動の集大成である﹁新樂府五十
首
﹂︹
0125～
0174︺
に、
縱
横
無
盡
と
も
言
う
べ
き
夥
し
い
對
句
表
現
が
認
め
ら
れ
る
こ
と。
そ
し
て
ま
た、
對
偶︱
︱
騈
文︱
︱
を
極
力
排除した文體を説く韓愈の古文復興運動に對して、白居易が
終
始
一
貫
し
て
無
關
心
な
態
度
を
取
り
續
け
た
こ
と。
さ
ら
に
は、
對
句
の
技
法
に
傑
出
し
た
詩
才
を
發
揮
し
た
元
稹
や
李
商
隱
を、高く評價していたこと。これらの事實のどれもが、この文學者にとって對偶技法が、如何に重要かつ根源的な意味を有するものであったかを證明している。　
白居易が目指す對偶表現は、貴族の宮廷社會を中心にし
て、六朝後期から初唐盛唐にかけて流行したそ とは、明確に一線を畫するものであった。華麗か
つ細密で、作者の
自
己
顯
示
欲
を
滿
足
さ
せ
る
對
句
技
巧
で
は
な
く、
階
級
や
國
境
や
性
差
を
超
え
て、
萬
人
の
心
に
染
み
入
る
言
語
表
現
で
あ
っ
た。
﹁平易﹂
﹁暢達﹂
﹁通俗﹂
﹁直率﹂を旨とする白氏の修辭技法
は、
陶
淵
明
と
は
明
ら
か
に
異
質
な
個
性
を
主
張
し
て
い
る。
居
易
が
驅
使
す
る
對
偶・
連
鎖・
數
字・
身
體・
詩
語
︵
擬
態
語・
擬
聲
語・
俗
語︵
　︶24︶
は、
他
の
詩
人
に
比
べ
て
記
憶・
朗
誦・
傳
播・
浸
19
白居易﹁效陶潛體詩十六首﹂の修辭技法︵埋田︶
透といった機能をより多くより強く持つ言語藝術であったと言える。四十二歳の折に下邽で﹁效陶潛體詩十六首﹂が制作された意義は、居易が詩人としての己が資質に向き合い、自らの詩性の據り所を再確認した一點にある。換言すればそれは、詩文に生きんとする白居易があらゆることを陶淵明から學びながらも、彼とは異なる詩境を自覺し選擇した瞬間でもあった 結論づけられよう。注︵?
 ︶ 堤
留
吉﹃
白
樂
天
研
究
﹄
第
十
一
章︵
春
秋
社、
一
九
六
九
年
十
二
月︶を參照。
︵?
 ︶ 同
樣
の
趣
旨
は、
﹃
陶
淵
明・
白
居
易
論
　
抒
情
と
説
理
﹄︹
著
作
選
Ⅱ
︺
の
解
題︵
井
上
一
之・
埋
田
重
夫
執
筆
︶
で
詳
し
く
論
じ
た
こ
と
がある。
︵?
 ︶ 本
稿
で
は
題
材
に
つ
い
て、
素
材︵
部
分
的・
個
別
的
な
も
の
︶
か
ら
主
題︵
全
體
的・
統
一
的
な
も
の
︶
ま
で、
つ
ま
り
當
該
作
品
に
お
け
る
表
現
對
象
の
全
て
を
含
む
總
合
概
念︵
統
一
概
念
︶
と
し
て
用
い
る。
詳
細
は
松
浦
友
久﹃
李
白
研
究
　
抒
情
の
構
造
﹄︵
三
省
堂、
一
九
七六年五月︶二十六頁を參照。
︵?
 ︶ ﹁
⋮⋮
數
峯
太
白
雪、
一
卷
陶
潛
詩。
人
心
各
自
是、
我
是
良
在
茲。⋮⋮﹂
。
︵?
 ︶ ﹁⋮⋮樽有陶潛酒、
嚢無陸賈金。莫嫌貧活計、
更富即勞心。
﹂。
︵?
 ︶ ﹁
大
隱
住
朝
市、
小
隱
入
丘
樊。
丘
樊
太
冷
落、
朝
市
太
囂
諠。
不
如
作
中
隱、
隱
在
留
司
官。
似
出
復
似
處、
非
忙
亦
非
閑。
不
勞
心
與
力、
又
免
飢
與
寒。
終
歳
無
公
事、
隨
月
有
俸
錢。
⋮⋮
人
生
處
一
世、
其
道
難
兩
全。
賤
即
苦
凍
餒、
貴
即
多
憂
患。
唯
此
中
隱
士、
致
身
吉
且
安。
窮
通
與
豐
約、
正
在
四
者
間。
﹂︵
大
和
三
年︹
八
二
九
︺、
五
十
八
歳、洛陽、太子賓客分司︶
。
︵?
 ︶ 他
に
陶
淵
明
の
歸
田
や
隱
棲
を
詠
う
詩
句
と
し
て
は﹁
⋮⋮
范
蠡
有
扁
舟、
陶
潛
有
籃
轝。
⋮⋮﹂
︵﹁
和
微
之
詩
二
十
三
首
其
八、
和
三
月
三十日四十韻﹂
︹
2257︺︶が指摘できる。
︵?
 ︶ ﹁
孟
夏
草
木
長
、
遶
屋
樹
扶
疏
。
衆
鳥
欣
有
託
、
吾
亦
愛
吾
廬
。
⋮
⋮
﹂
︵
陶
淵
明
﹁
讀
山
海
經
十
三
首
其
一
﹂︶。
︵?
 ︶ 白
居
易
は
傑
出
し
た
作
家︵
詩
人
︶
で
あ
る
と
同
時
に、
一
流
の
批
評家︵文藝理論家︶であった。生涯に編纂した數多くの別集・總
集・
唱
和
集・
類
書
の
存
在
は、
そ
の
事
實
を
雄
瓣
に
物
語
っ
て
い
る。
詩
文
の
入
選
落
選
や
文
獻
の
取
捨
選
擇
に
は、
必
然
的
に
高
い
見
識と鋭い批 眼が要求されるからである
︵
10 ︶ 本
稿
で
は
陶
淵
明
詩
文
の
引
用
は
全
て﹃
靖
節
先
生
集
﹄
に
據
っ
て
いる。
︵
11 ︶ ﹁
始
作
鎭
軍
參
軍
經
曲
阿
作
﹂﹁
辛
丑
歳
七
月
赴
假
還
江
陵
夜
行
塗
口
﹂
︵卷二十六︶
﹁挽歌詩﹂
︵卷二十八︶
﹁雜詩二首﹂
﹁詠貧士詩﹂
﹁讀
山
海
經
詩
﹂﹁
擬
古
詩
﹂︵
卷
三
十
︶。﹃
文
選
﹄
に
入
選
し
た
陶
淵
明
作
品の多くが、
隱逸に言及する點が注意されよう。昭明太子︵蕭
統︶の陶淵明觀を明確に示すからである。
︵
12 ︶ ﹁
⋮⋮
歡
言
酌
春
酒、
摘
我
園
中
蔬。
⋮⋮﹂
︵﹁
讀
山
海
經
十
三
首
其
一﹂
︶。
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︵
13 ︶ ﹁日暮天無雲、春風扇微和。⋮⋮﹂
︵﹁擬古九首其七﹂
︶。
︵
14 ︶ 唐
代
詩
人
を
對
象
に
し
た
詩
篇
と
し
て
は、
李
商
隱﹁
效
長
吉
﹂︵
全
五四一
司空圖
﹁效陳拾遺子昂感遇二首﹂
﹁效陳拾遺子昂﹂
︵全
六
三
二
︶
韓
偓﹁
效
崔
國
輔
體
詩
四
首
﹂︵
全
六
八
三
︶
徐
鉉﹁
寄
𩜙
州
王郎中效李白體﹂
︵全七五二︶が擧げられる。
︵
15 ︶ こ
の
部
分
の
指
摘
は、
加
藤
文
彬﹁
白
居
易＂
效
陶
潛
體
＂
詩
十
六
首の表現構成︱
︱白居易の獨自性と
＂獨＂
﹂︵﹁白居易研究年報﹂
第
十
四
號、
勉
誠
出
版、
二
?
一
三
年
十
二
月
︶
に
據
る。
同
一
作
品
を
取
り
上
げ
た
論
考
な
の
で、
前
出
の
末
葭
敏
久
論
文
と
併
せ
て
參
照
されたい。
︵
16 ︶ こ
の
點
に
關
連
し
て、
例
え
ば
清
の
沈
徳
潛
は﹁
陶
詩
合
下
自
然、
不
可
及
處、
在
眞
在
厚。
謝
詩
經
營
而
反
於
自
然、
不
可
及
處、
在
新
在俊。陶詩勝人在不排
0000000
、
謝詩勝人正在排。
﹂︵﹃説詩晬語﹄卷上︶
と述べる。
︵
17 ︶ 陶
淵
明
の
修
辭
法
を
考
察
し
た
論
文
に、
井
上
一
之
﹁
陶
詩
の
レ
ト
リ
ッ
ク
﹂︵﹁
早
稻
田
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
紀
要
別
册︹
文
學・
藝
術
編
︺﹂
第
十
七
集、
一
九
九
一
年
一
月
︶
が
あ
る。
そ
こ
で
は
陶
詩
の
修
辭
的
特
色
が、
緩
敍
法
の
頻
用
と
對
句
法
の
忌
避
の
二
點
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る。
そ
し
て
前
者
は﹁
否
定
詞
の
多
用
﹂﹁
非
存
在
の
否
定
﹂﹁
疑
問
的
緩
敍
法
﹂﹁
弱
調
的
緩
敍
法
﹂
に
よ
っ
て、
論
理
の
朧
化
や
非
完
結
を
目
指
す
も
の
で
あ
り、
後
者
は
表
現
?
?
が﹁
?
對
?
﹂
と
し
て
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て、
表
現
範
圍
を
規
定
し
て
自
己
完
結
を
圖
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る。
そ
し
て
そ
れ
故
に
こ
の
二
つ
の
修
辭
は、
本
質
的
に
對
立
す
る
部
分
が
多
く、
淵
明
が
緩
敍
法
を
頻
用
し
て
對
句
法
を
忌
避
す
る
の
は、
必
然
で
あ
り
不
可
避
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る。
陶
淵
明
研
究
に
お
い
て、
極
め
て
注
目
す
べ
き
見
解
で
あ
る。
何
故
な
ら
白
居
易
の﹁
效
陶
潛
體
詩
十
六
首
﹂
は、
緩
敍
法
を
多
用
し
對
句
法
も
連
用
す
る
か
ら
で
あ
る。
宋
代
の
黄
庭
堅・
陳
善・
蔡
啓
が、
本
歌
の
陶
淵
明﹁
飮
酒
二
十
首
﹂
と
比
較
し
て
似
て
非
な
る
も
の
と
斷
言
す
る
最
大
の
理
由
は、
恐
ら
く
こ
の
矛
盾
撞
着
に
あ
る
と
判
斷
さ
れ
る。
そ
れ
程
ま
で
に
對
偶
表
現
は、
白
居
易
が
最
後
ま
で
手
放
す
こ
と
のできなかった必須の修辭技法であったと斷定できよう。
︵
18 ︶ 因
み
に
陶
淵
明
詩
文
で
著
し
い
反
復
表
現
を
採
用
す
る
も
の
は、
詩
題
を
含
め
て
二
十
一
回
の﹁
止
﹂
を
詠
う﹁
止
酒
﹂︵
卷
三
︶、
艷
冶
な
描
寫
を
六
言
句
で
十
度︱
︱﹁
十
願
十
悲
﹂︱
︱
繰
り
返
す﹁
閑
情
賦
﹂
︵卷五︶が指摘できる。昭明太子︵蕭統︶は、
﹁閑情賦﹂を﹁白
璧
微
瑕
﹂︵﹁
陶
淵
明
集
序
﹂︶
と
指
彈
す
る
が、
こ
の
作
品
こ
そ
は、
詩
人
た
る
陶
淵
明
が
修
辭
技
法︵
對
句・
身
體・
典
故・
比
喩・
雙
聲・
疊韻・重言︶の限界に挑戰したものとして特筆される。
︵
19 ︶ こ
の
部
分
に
つ
い
て
は、
﹁
六
と
七
の
字
が
識
別
で
き
な
い
﹂
と
も
讀
め
る
が、
こ
こ
で
は﹁
六
と
七
が
十
三
に
な
る
こ
と
も
わ
か
ら
な
い
﹂
という加算の用法で處理している。
︵
20 ︶ ﹃
白
居
易
研
究
　
閑
適
の
詩
想
﹄︹
本
論
Ⅰ
︺
身
體
と
姿
勢︵
汲
古
書
院、二??六年十月︶を參照。
︵
21 ︶ 陶
淵
明
が
使
用
す
る
各
種
詩
語
は、
?
雙
聲︵
崎
嶇・
惆
悵・
慷
慨・
寥
亮・
寥
落・
慘
悽・
緬
邈・
繽
紛・
躊
躇・
惻
愴・
髣
髴・
參
差
⋮⋮︶
?
疊
韻︵
窈
窕・
盤
桓・
熹
微・
奄
冉・
徘
徊・
飃
颻・
徒
倚・
須
臾・
捽
兀・
纏
綿・
逶
迤・
蕭
條・
逍
遙・
倏
忽・
寂
寞
⋮⋮︶
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?重言︵遑遑・涓涓・翳翳・遙遙・飄飄・蕭蕭・窅窅・翩翩・呱
呱・
哀
哀・
洋
洋・
岧岧・
遼
遼・
曖
曖・
依
依・
欣
欣・
洌
洌・
紛紛・燁燁⋮⋮︶など多數に及んでいる。
︵
22︶ 柳宗元の效潛體詩は、現行の別集からは檢索できない。
︵
23 ︶ 例
え
ば﹁
悟
已
往
之
不
諫、
知
來
者
之
可
追
﹂﹁
既
窈
窕
以
尋
壑、
亦
崎
嶇
而
經
丘
﹂﹁
木
欣
欣
以
向
榮、
泉
涓
涓
而
始
流
﹂﹁
善
萬
物
之
得
時、
感吾生之行休﹂
﹁登東皐以舒嘯、臨清流而賦詩﹂など。
︵
24 ︶ 白
居
易
は
詩
中
に
多
數
の
俗
語︵
口
語
表
現
︶
を
用
い
る
詩
人
で
あ
る
が、
陶
淵
明
に
も
こ
う
し
た
白
話
系
語
彙
が
相
當
數
認
め
ら
れ
る。
陶白詩論の觀點から特に注意されよう。
　
?
　　
?
?
?
?：埋田
　
重夫
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?
?：白居易︽效陶潛體诗十六首︾的修辞手法
Title ：
Rhetorical Technique of Bai Juyi 白居易
 in his Xiao tao 
ti shi sh i liu shou ﹁效陶潛體詩十六首﹂
?
?
?：唐朝以作品数量最多著称的︽白氏文集︾七十一卷
中，对屈原、陶渊明、谢灵运、谢脁、孟浩然、王维、杜甫、韦应物等人屡有言及。白居易不仅受中唐同时代文友
诗敌影响，
也深受前代众多文学者影响，
锻炼自家诗才，
发展了独特的个性。本文选取白居易生平景慕私淑的六朝东晋陶渊明，主要试图从修辞手法方面考察前述的影响关系。
不以作者＂
表达什么
＂，
而以作者＂
如何表达
＂
为优
先，
围绕陶白诗中修辞手法的种种多寡异同重点展开分
析。最后，将就陶渊明文学于诗人白居易的意义提出几点结论。
???：白居易
　
陶渊明
　
模仿
　
修辞手法
　
语言表现
　
继
承
　
新境
　
对偶
